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ＯＰＥＣプラス、6月も段階的な減産縮小方針確認へ

［ロンドン　２７日　ロイター］ - 石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）にロシアなど非加盟産油国を加

えた「ＯＰＥＣプラス」は６月１日の会合で、引き続き協調減産の段階的な縮小方針を確認する

見込みだ。複数の関係筋が２７日、明らかにした。

ＯＰＥＣプラスは４月初めの会合で、５─７月の生産量を日量２１０万バレル増やし、減産幅を

日量５８０万バレルとすることで合意。５月もこの方針に従った。

関係者２人は７月の減産水準を調整する話し合いは行われていないと指摘。また別の２人は生産

国が段階的な減産縮小体制を維持すべきとした。ある関係者は「減産をこれ以上緩めないという

のが賢明な決定だと思う」と述べた。

こうした中、別の関係者は、現在進行しているイラン核合意の再建に向けた米イラン間接協議な

どを踏まえ、イランの将来的な供給を巡る不確実性を無視することはできないと指摘した。
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世界の原油供給、日量100万バレル不足＝ロシア副首相

［トルジョク（ロシア）　２６日　ロイター］ - ロシアのノバク副首相は２６日、世界的に現在日量１０

０万バレルの石油が不足しているとの見方を示した。

石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）とロシアなど非加盟国で構成する「ＯＰＥＣプラス」は、７月にかけて日量

約２００万バレルの増産を行う。次回会合は６月１日に予定されている。

アナリストは、米国とイランの交渉で制裁が解除された場合、ＯＰＥＣプラスの生産増に加え、日量１０

０万─２００万バレルの供給が増えると試算する。

ノバク氏は記者団に「われわれは常にイランの供給再開を念頭に置いてきた」とした上で、「これについ

て考慮する必要があり、共同で（需給の）バランスを判断する」と述べた。
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